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児童・生徒の登下校安全確保のために・・・。児童・生徒の登下校安全確保のために・・・。児童・生徒の登下校安全確保のために・・・。児童・生徒の登下校安全確保のために・・・。
朝来小学校において開催された交通安全教室に、「朝来っ子見守り隊」の皆様にも参加
いただき、交通安全教室が行われました。子供たちと一緒に交通安全に関する規則・約
束について、自転車の安全点検、正しい乗り方、ヘルメット着用の重要性について学び
ました。

生活福祉資金の特例貸付に関するご案内
（緊急小口資金・総合支援資金（生活支援費））

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等で、生活資金でお悩みの皆さまへ

　和歌山県社会福祉協議会では、低所得世帯等に対して、生活費等の必要な資金の貸付け等を
行う生活福祉資金貸付制度を実施しております。
　今回、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付の対象世帯を低所得世帯以外に拡大
し、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、生活福祉資金（緊急小口資金・総合
支援資金（生活支援費））の特例貸付を実施します。
　特例貸付の具体的な内容は下記をご覧ください。また、具体的な内容のお問合せや貸付のご
問い合わせは 上富田町社会福祉協議会　TEL 47-4757

緊急小口資金
緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に、少額の費用の貸付を行います。

■据置期間
　１年以内

■償還期限
　２年以内

■貸付利子
　無利子

■保証人
　不要

■申込先
　上富田町社会福祉協議会

1　世帯員の中に新型コロナウイルス感染症の罹患者がいる
2　世帯員に要介護者がいる
3　世帯員が４人以上いる
4　世帯員に下記①または②の子の世話を行うことが必要となった労働者がいる
　　①新型コロナウイルス感染症拡大防止策として臨時休業した小学校等に通う子
　　②風邪症状など新型コロナウイルスに感染したおそれのある、小学校等に通う子
5　その他、特に資金の貸付需要があると認められるとき

総合支援資金（生活支援費）

生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行います。 ■据置期間
　１年以内
■償還期限
　１０年以内
■貸付利子
　無利子
■保証人
　不要
■申込先
　上富田町社会福祉協議会

注　生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援事業等の利用が必要となります。

■対象者
　　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があ 
　り、緊急かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯

■貸付上限額
　・１０万円以内　（次の１～6 のいずれかの場合２０万円以内）

■対象者
　　新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業等により生
　活に困窮し、日常生活の維持が困難となっている世帯

■貸付上限額
　・（２人以上）　月２０万円以内
　・（単身）　　　月１５万円以内
　貸付期間　：　原則３月以内
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３
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療
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茂
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他
に
も
匿
名
の
方
の
ご
寄
付
を
頂

い
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
芳
志
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の

善
意
と
真
心
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回

も
お
か
げ
さ
ま
で
、
一
、〇
八
五
、
一
六
三
円
の
募
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
募
金
は
、
和
歌
山
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、

県
内
の
社
会
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
る
施
設
・
関
係
団

体
に
配
分
さ
れ
、
福
祉
の
充
実
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
募
金
に
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
参
加
に
加
え
、
各

町
内
会
の
皆
様
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
と
も
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、「
お
互
い
が
支

え
合
う
福
祉
の
町
づ
く
り
」
に
ご
協
力
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

礼
お
付
寄
ご
の
意
善

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
御
礼

〜
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

　人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

心配ごと相談
令和2年5月～令和2年7月までの相談日

上 富 田 福 祉 セ ン タ ー

市ノ瀬農村環境改善センター

　５月２１日（木）　　
　６月　４日（木）　　６月１８日（木）
　６月２５日（木） 　　
　７月　２日（木）　　７月１６日（木）

　５月１４日（木）　　７月　９日（木）

【
重
点
目
標
】

令
和
2
年
度

　
社
会
福
祉
法
人

　
上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
 

事
業
計
画
と
予
算

１

　社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
機
能

　
　の
強
化
と
財
政
基
盤
の
確
立

２

　関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・

　
　協
働
の
推
進

３

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

　
　能
強
化
と
活
動
推
進

４

　介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
事

　
　業
の
整
備
・
展
開

５

　地
域
福
祉
活
動
の
推
進

６

　障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

７

　住
民
自
ら
主
体
と
な
っ
て
活
動

　
　す
る
小
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

　
　動
へ
の
支
援

●
法
人
運
営
事
業

　
・
各
種
会
議
の
開
催

●
共
同
募
金
事
業

　
・
赤
い
羽
根
募
金(

共
同
募
金)

●
地
域
福
祉
活
動

①

　
社
協
会
員
の
加
入
促
進

②

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　
　
　
（
県
社
協
か
ら
の
事
務
委
託
）

【
主
な
事
業
活
動
】

③

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の

　
　
充
実

④

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
相
談
支
援

⑤

　
広
域
社
協
事
業
へ
の
参
加

⑥

　
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　
　
の
推
進

⑦

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
グ
ラ
ウ
ン

　
　
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

⑧

　
愛
の
日
事
業
の
実
施

⑨

　
小
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

⑩

　
か
み
と
ん
だ
健
康
福
祉
と
文
化
の

　
　
ま
つ
り
へ
の
参
加

⑪

　
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

⑫

　
福
祉
機
器
の
無
料
貸
出

⑬

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
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の
機
能

　
　
強
化
と
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動
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・
ボ
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ン
テ
ィ
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
　
ー
育
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・
個
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ボ
ラ
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テ
ィ
ア
人
材
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発
掘
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広
報
・
啓
発
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推
進

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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促
進

　
・
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携
・
活
動
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援

⑭

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
体

　
　
制
整
備
の
強
化

　
・
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
災
害

　
　
時
の
相
互
体
制
強
化

　
・
大
規
模
災
害
に
備
え
る
為
の
セ
ン

　
　
タ
ー
設
置
訓
練
・
研
修
会
の
開
催

⑮

　
広
報
・
啓
発
事
業

　
・
社
協
だ
よ
り
の
発
行

　
・
町
広
報
誌
の
活
用
及
び
行
政
無
線

　
　
放
送
の
利
用

　
・
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

⑯

　
関
係
機
関
と
の
連
携

　
・
県
社
協
及
び
市
町
村
社
協
と
の
連

　
　
携　

・
行
政
機
関
・
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
等
と
の
連
携

　
・
福
祉
事
業
者
と
の
連
携

⑰

　
福
祉
関
係
団
体
の
支
援
と
連
携

　
・
福
祉
団
体
に
対
す
る
住
民
の
参
加

　
　
促
進
や
社
会
福
祉
事
業
の
活
動
支

　
　
援　

・
障
が
い
児
夏
期
保
育
の
支
援

⑱

　
福
祉
教
育
の
推
進

　
・
福
祉
協
力
校
等
の
活
動
支
援

　
・
児
童
・
生
徒
の
福
祉
活
動
及
び
福

　
　
祉
学
習
へ
の
参
加
促
進

⑲

　
相
談
事
業
の
推
進

　
・
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

　
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
と
の
協
力

　
　
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

　
・
相
談
員
の
研
修
会
へ
の
参
加
と
相

　
　
互
研
修
の
実
施

⑳

　
地
域
公
益
活
動

　
・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
学
生
声
掛

　
　
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
活
動
支
援

　
・
各
地
区
で
の
児
童
下
校
時
見
守
り

　
　
活
動
へ
の
支
援

　
・
子
育
て
支
援

●
介
護
予
防
事
業
の
推
進

①

　
介
護
予
防
一
般
高
齢
者
施
策
事
業

　
　
の
推
進

②

　
通
所
型
介
護
予
防
事
業
の
推
進

③

　
た
す
け
あ
い
く
ち
く
ま
の
ス
テ
ー

　
　
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進

④

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　
　
配
置

⑤

　
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
配
食
）
の

　
　
推
進

⑥

　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

⑦

　
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
C
の
実
施

●
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
実
施

●
訪
問
介
護
事
業
の
実
施

●
通
所
介
護
事
業
の
実
施

●
介
護
保
険
外
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

　
実
施

●
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進

①

　
計
画
相
談
支
援
事
業
・
障
が
い
児

　
　
相
談
支
援
事
業
の
実
施

②

　
居
宅
介
護
事
業
・
重
度
訪
問
介
護

　
　
事
業
の
実
施

③

　
日
中
一
時
支
援
事
業
の
実
施

●
介
護
予
防
支
援
事
業
の
実
施

●
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
の
実
施

●
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
の
実
施

社
会
福
祉
事
業

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

収　　　　　　入 支　　　　　　出
会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入 
受託金収入
事業収入
介護保険事業収入
障がい福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
積立資産取崩収入
前期未払資金残高

1,000
1,000
14,856
26,594
2,950

227,600
9,530
10
640
8,300
153

292,633

235,405
33,861
13,710
385
628
1,000
10

1,000
6,634

    
    

292,633

人件費支出
事業費支出
事務費支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
基金積立資産支出
積立資産支出
その他の活動による支出

計 計

令和2年度　一般会計収支予算 【単位：千円】

原
　
　
宗
男

前
地
　
加
容

坂
口
　
岳
寛

坂
本
　
雄
一

弓
場
　
厚
子
　

合
川
　
満
代

楠
木
　
大
輔
　

仲
井
　
博
子

関
口
　
玲
子

環
　
　
有
紀
　

今
村
い
ぶ
き

嵯
峨
　
雅
之

事
務
局
長
　  （
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
次
長
（
地
域
福
祉
課
長
兼
務
）　
昇
格

在
宅
福
祉
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

昇
格

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
長

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
く
ち
く
ま
の
係
長
（
管
理
者
）

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
く
ち
く
ま
の
係
長

在
宅
福
祉
課
居
宅
介
護
支
援
事
業
係
長
（
管
理
者
）　

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
係
長
（
管
理
者
）　
昇
格

在
宅
福
祉
課
訪
問
介
護
事
業
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
係
長
（
管
理
者
）　
昇
格

総
務
課
総
務
係
長
　
昇
格

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
係

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
主
任
　
昇
格

（
退
　
職
）
令
和
２
年
３
月
31
日
付

和
田
　
精
之
　
　（
事
務
局
長
）

平
田
　
美
穂
　
　（
事
務
局
次
長
）

大
篁
　
直
子
　
　（
総
務
課
長
）

山
下
欣
久
代
　
　（
在
宅
福
祉
課
訪
問
介
護
事
業
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
係
副
主
任
）

鈴
木
　
陽
子
　
　（
在
宅
福
祉
課
居
宅
介
護
支
援
事
業
係
）
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来
　
　
後
　
智
賀
子
　
様

　
朝
　
来
　
　
浦
　
　
勝
明
　
様

　
生
　
馬
　
　
本
田
　
孝
代
　
様

　
南
紀
の
台
　
滝
本
　
秀
暉
　
様

　
岩
　
田
　
　
山
中
　
孝
一
　
様

　
市
ノ
瀬
　
　
瀬
見
千
津
子
　
様
　

　
市
ノ
瀬
　
　
中
瀬
　
勝
博
　
様

●
金
一
封
と
し
て

　
朝
　
来
　
　
井
谷
　
和
世
　
様

　
岩
　
田
　
　
谷
口
　
武
治
　
様

●
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
・
杖

   

田
辺
市
上
秋
津
　
　
　
　
　 

　

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
恵
　
様

●
清
拭
布
　

　
立
平
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
　
様

　
岩
　
田
　
武
田
歯
科
診
療
所
　
様

●
タ
オ
ル

　
朝
　
来
　
　
竹
田
　
茂
子
　
様

　
他
に
も
匿
名
の
方
の
ご
寄
付
を
頂

い
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
芳
志
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の

善
意
と
真
心
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回

も
お
か
げ
さ
ま
で
、
一
、〇
八
五
、
一
六
三
円
の
募
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
募
金
は
、
和
歌
山
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、

県
内
の
社
会
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
る
施
設
・
関
係
団

体
に
配
分
さ
れ
、
福
祉
の
充
実
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
募
金
に
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
参
加
に
加
え
、
各

町
内
会
の
皆
様
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
と
も
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、「
お
互
い
が
支

え
合
う
福
祉
の
町
づ
く
り
」
に
ご
協
力
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

礼
お
付
寄
ご
の
意
善

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
御
礼

〜
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

　人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

心配ごと相談
令和2年5月～令和2年7月までの相談日

上 富 田 福 祉 セ ン タ ー

市ノ瀬農村環境改善センター

　５月２１日（木）　　
　６月　４日（木）　　６月１８日（木）
　６月２５日（木） 　　
　７月　２日（木）　　７月１６日（木）

　５月１４日（木）　　７月　９日（木）

【
重
点
目
標
】

令
和
2
年
度

　
社
会
福
祉
法
人

　
上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

事
業
計
画
と
予
算

１

　社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
機
能

　
　の
強
化
と
財
政
基
盤
の
確
立

２

　関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・

　
　協
働
の
推
進

３

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

　
　能
強
化
と
活
動
推
進

４

　介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
事

　
　業
の
整
備
・
展
開

５

　地
域
福
祉
活
動
の
推
進

６

　障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

７

　住
民
自
ら
主
体
と
な
っ
て
活
動

　
　す
る
小
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

　
　動
へ
の
支
援

●
法
人
運
営
事
業

　
・
各
種
会
議
の
開
催

●
共
同
募
金
事
業

　
・
赤
い
羽
根
募
金(

共
同
募
金)

●
地
域
福
祉
活
動

①

　
社
協
会
員
の
加
入
促
進

②

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　
　
　
（
県
社
協
か
ら
の
事
務
委
託
）

【
主
な
事
業
活
動
】

③

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の

　
　
充
実

④

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
相
談
支
援

⑤

　
広
域
社
協
事
業
へ
の
参
加

⑥

　
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　
　
の
推
進

⑦

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
グ
ラ
ウ
ン

　
　
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

⑧

　
愛
の
日
事
業
の
実
施

⑨

　
小
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

⑩

　
か
み
と
ん
だ
健
康
福
祉
と
文
化
の

　
　
ま
つ
り
へ
の
参
加

⑪

　
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

⑫

　
福
祉
機
器
の
無
料
貸
出

⑬

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能

　
　
強
化
と
活
動
推
進

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
　
ー
育
成

　
・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
発
掘

　
　
及
び
広
報
・
啓
発
の
推
進

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

　
・
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携
・
活
動

　
　
支
援

⑭

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
体

　
　
制
整
備
の
強
化

　
・
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
災
害

　
　
時
の
相
互
体
制
強
化

　
・
大
規
模
災
害
に
備
え
る
為
の
セ
ン

　
　
タ
ー
設
置
訓
練
・
研
修
会
の
開
催

⑮

　
広
報
・
啓
発
事
業

　
・
社
協
だ
よ
り
の
発
行

　
・
町
広
報
誌
の
活
用
及
び
行
政
無
線

　
　
放
送
の
利
用

　
・
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

⑯

　
関
係
機
関
と
の
連
携

　
・
県
社
協
及
び
市
町
村
社
協
と
の
連

　
　
携　

・
行
政
機
関
・
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
等
と
の
連
携

　
・
福
祉
事
業
者
と
の
連
携

⑰

　
福
祉
関
係
団
体
の
支
援
と
連
携

　
・
福
祉
団
体
に
対
す
る
住
民
の
参
加

　
　
促
進
や
社
会
福
祉
事
業
の
活
動
支

　
　
援　

・
障
が
い
児
夏
期
保
育
の
支
援

⑱

　
福
祉
教
育
の
推
進

　
・
福
祉
協
力
校
等
の
活
動
支
援

　
・
児
童
・
生
徒
の
福
祉
活
動
及
び
福

　
　
祉
学
習
へ
の
参
加
促
進

⑲

　
相
談
事
業
の
推
進

　
・
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

　
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
と
の
協
力

　
　
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

　
・
相
談
員
の
研
修
会
へ
の
参
加
と
相

　
　
互
研
修
の
実
施

⑳

　
地
域
公
益
活
動

　
・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
学
生
声
掛

　
　
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
活
動
支
援

　
・
各
地
区
で
の
児
童
下
校
時
見
守
り

　
　
活
動
へ
の
支
援

　
・
子
育
て
支
援

●
介
護
予
防
事
業
の
推
進

①

　
介
護
予
防
一
般
高
齢
者
施
策
事
業

　
　
の
推
進

②

　
通
所
型
介
護
予
防
事
業
の
推
進

③

　
た
す
け
あ
い
く
ち
く
ま
の
ス
テ
ー

　
　
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進

④

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　
　
配
置

⑤

　
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
配
食
）
の

　
　
推
進

⑥

　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

⑦

　
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
C
の
実
施

●
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
実
施

●
訪
問
介
護
事
業
の
実
施

●
通
所
介
護
事
業
の
実
施

●
介
護
保
険
外
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

　
実
施

●
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進

①

　
計
画
相
談
支
援
事
業
・
障
が
い
児

　
　
相
談
支
援
事
業
の
実
施

②

　
居
宅
介
護
事
業
・
重
度
訪
問
介
護

　
　
事
業
の
実
施

③

　
日
中
一
時
支
援
事
業
の
実
施

●
介
護
予
防
支
援
事
業
の
実
施

●
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
の
実
施

●
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
の
実
施

社
会
福
祉
事
業

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

収　　　　　　入 支　　　　　　出
会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入 
受託金収入
事業収入
介護保険事業収入
障がい福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
積立資産取崩収入
前期未払資金残高

1,000
1,000
14,856
26,594
2,950

227,600
9,530
10
640
8,300
153

292,633

235,405
33,861
13,710
385
628
1,000
10

1,000
6,634

    
    

292,633

人件費支出
事業費支出
事務費支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
基金積立資産支出
積立資産支出
その他の活動による支出

計 計

令和2年度　一般会計収支予算 【単位：千円】

原
　
　
宗
男

前
地
　
加
容

坂
口
　
岳
寛

坂
本
　
雄
一

弓
場
　
厚
子
　

合
川
　
満
代

楠
木
　
大
輔
　

仲
井
　
博
子

関
口
　
玲
子

環
　
　
有
紀
　

今
村
い
ぶ
き

嵯
峨
　
雅
之

事
務
局
長
　  （
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
次
長
（
地
域
福
祉
課
長
兼
務
）　
昇
格

在
宅
福
祉
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

昇
格

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
長

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
く
ち
く
ま
の
係
長
（
管
理
者
）

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
く
ち
く
ま
の
係
長

在
宅
福
祉
課
居
宅
介
護
支
援
事
業
係
長
（
管
理
者
）　

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
係
長
（
管
理
者
）　
昇
格

在
宅
福
祉
課
訪
問
介
護
事
業
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
係
長
（
管
理
者
）　
昇
格

総
務
課
総
務
係
長
　
昇
格

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
係

在
宅
福
祉
課
通
所
介
護
事
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
主
任
　
昇
格

（
退
　
職
）
令
和
２
年
３
月
31
日
付

和
田
　
精
之
　
　（
事
務
局
長
）

平
田
　
美
穂
　
　（
事
務
局
次
長
）

大
篁
　
直
子
　
　（
総
務
課
長
）

山
下
欣
久
代
　
　（
在
宅
福
祉
課
訪
問
介
護
事
業
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
係
副
主
任
）

鈴
木
　
陽
子
　
　（
在
宅
福
祉
課
居
宅
介
護
支
援
事
業
係
）
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くちくまの福祉バザー
品物の提供をお願いします。

ご加入プラン 令和２年度
基本プラン 天災・地震補償プラン

ケガの補償

死 亡 保 険 金 1,040 万円
後 遺 障 害 保 険 金 1,040 万円( 限度額 )
入 院 保 険 金 日 額 6,500 円
手 術
保 険 金

入院手術 65,000 円
外 来 手 術 32,500 円

通 院 保 険 金 日 額 4,000 円
地震・噴火・津波による死傷 ○×

賠償責任の補償 賠償責任保険金（対人・対物共通） 5億円（限度額）
年 間 保 険 料 350円 500円

申し込み・お問い合わせは　上富田町社会福祉協議会　℡４７－４７５７

社会福祉法人
上富田町社会福祉協議会
くちくまの福祉バザー
(お問い合わせ　４７－４７５７)

※補償期間（保険期間）は令和２
年４月１日午前０時から令和３年
３月３１日午後１２時までとなりま
す。中途で加入される場合も左記
の保険料となります。
※天災タイプでは、天災（地震・噴
火・津波）に起因する被保険者自
身のケガを補償します。

　ボランティア活動中のさまざまな事故によるけがや賠償責任が保障される制度です。無償で活動される
個人又はグループで、ボランティア活動している方を支えてくれます。安心して活動に取り組んで頂く為
にも、ボランティア活動保険への加入をお勧めしています。
　例えばこんなときに・・・清掃ボランティアに行く途中に転んでケガをした。

石鹸、洗濯又は食器洗剤・タオル・寝具・台所用品
鍋等・陶器・食器・茶器・雑貨・マンガ本・衣類
着物・靴・鞄・電化製品・子供服・おもちゃ、子供
用品等
大切に使っていた趣味のお宝等♪

事典・食品・日本人形
※電化製品については新品同様の物とさせてい
　ただきます。
※衣類については、洗濯している物でまだまだ
　使用できる物
(但し男性用スーツ、着古した衣類はお受けでき
  ません。)　

　まちかどカフェのボランティアさんの協力
により、市ノ瀬地区、生馬地区で地域食堂を行
うことが出来ました。
　ありがとうございました。

　くちくまの福祉バザーでは随時物品提供を
お受けしています。皆さまのご支援とご協力
のほどよろしくお願いします。（月～金福祉
センター内でお受けしています。）

「まちかどカフェさつき」の紹介

ボランティア活動保険に加入しよう。活動中の事故に備えて

　皆様こんにちは。　私たちは閉じこもり予防や介護予防など健康づくりとして「ア・
カペラさつき」を結成し、生馬老人憩いの家で月一回練習をしています。平均年齢は８
３歳、最高年齢９３歳の現役ボランティアです。美しい大自然に囲まれ育んできた生馬
地区の愛唱歌や童謡、口ずさめる懐かしいメロディなどを歌っています。歌い続けるこ
とで地域の絆を深め愛され親しんで頂けるよう頑張っていきたいと思います。

☆このようなお品物を頂いています（例）

☆お断りしているお品物（例）

福祉バザー売上金は、地域福祉活動に
使わせていただきます。
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くちくまの福祉バザー
品物の提供をお願いします。

ご加入プラン 令和２年度
基本プラン 天災・地震補償プラン

ケガの補償

死 亡 保 険 金 1,040 万円
後 遺 障 害 保 険 金 1,040 万円( 限度額 )
入 院 保 険 金 日 額 6,500 円
手 術
保 険 金

入院手術 65,000 円
外 来 手 術 32,500 円

通 院 保 険 金 日 額 4,000 円
地震・噴火・津波による死傷 ○×

賠償責任の補償 賠償責任保険金（対人・対物共通） 5億円（限度額）
年 間 保 険 料 350円 500円

申し込み・お問い合わせは　上富田町社会福祉協議会　℡４７－４７５７

社会福祉法人
上富田町社会福祉協議会
くちくまの福祉バザー
(お問い合わせ　４７－４７５７)

※補償期間（保険期間）は令和２
年４月１日午前０時から令和３年
３月３１日午後１２時までとなりま
す。中途で加入される場合も左記
の保険料となります。
※天災タイプでは、天災（地震・噴
火・津波）に起因する被保険者自
身のケガを補償します。

　ボランティア活動中のさまざまな事故によるけがや賠償責任が保障される制度です。無償で活動される
個人又はグループで、ボランティア活動している方を支えてくれます。安心して活動に取り組んで頂く為
にも、ボランティア活動保険への加入をお勧めしています。
　例えばこんなときに・・・清掃ボランティアに行く途中に転んでケガをした。

石鹸、洗濯又は食器洗剤・タオル・寝具・台所用品
鍋等・陶器・食器・茶器・雑貨・マンガ本・衣類
着物・靴・鞄・電化製品・子供服・おもちゃ、子供
用品等
大切に使っていた趣味のお宝等♪

事典・食品・日本人形
※電化製品については新品同様の物とさせてい
　ただきます。
※衣類については、洗濯している物でまだまだ
　使用できる物
(但し男性用スーツ、着古した衣類はお受けでき
  ません。)　

　まちかどカフェのボランティアさんの協力
により、市ノ瀬地区、生馬地区で地域食堂を行
うことが出来ました。
　ありがとうございました。

　くちくまの福祉バザーでは随時物品提供を
お受けしています。皆さまのご支援とご協力
のほどよろしくお願いします。（月～金福祉
センター内でお受けしています。）

「まちかどカフェさつき」の紹介

ボランティア活動保険に加入しよう。活動中の事故に備えて

　皆様こんにちは。　私たちは閉じこもり予防や介護予防など健康づくりとして「ア・
カペラさつき」を結成し、生馬老人憩いの家で月一回練習をしています。平均年齢は８
３歳、最高年齢９３歳の現役ボランティアです。美しい大自然に囲まれ育んできた生馬
地区の愛唱歌や童謡、口ずさめる懐かしいメロディなどを歌っています。歌い続けるこ
とで地域の絆を深め愛され親しんで頂けるよう頑張っていきたいと思います。

☆このようなお品物を頂いています（例）

☆お断りしているお品物（例）

福祉バザー売上金は、地域福祉活動に
使わせていただきます。



（ 1） （ 6）

みんなで支えあう　福祉のまちづくり
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児童・生徒の登下校安全確保のために・・・。児童・生徒の登下校安全確保のために・・・。児童・生徒の登下校安全確保のために・・・。児童・生徒の登下校安全確保のために・・・。
朝来小学校において開催された交通安全教室に、「朝来っ子見守り隊」の皆様にも参加
いただき、交通安全教室が行われました。子供たちと一緒に交通安全に関する規則・約
束について、自転車の安全点検、正しい乗り方、ヘルメット着用の重要性について学び
ました。

生活福祉資金の特例貸付に関するご案内
（緊急小口資金・総合支援資金（生活支援費））

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等で、生活資金でお悩みの皆さまへ

　和歌山県社会福祉協議会では、低所得世帯等に対して、生活費等の必要な資金の貸付け等を
行う生活福祉資金貸付制度を実施しております。
　今回、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付の対象世帯を低所得世帯以外に拡大
し、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、生活福祉資金（緊急小口資金・総合
支援資金（生活支援費））の特例貸付を実施します。
　特例貸付の具体的な内容は下記をご覧ください。また、具体的な内容のお問合せや貸付のご
問い合わせは 上富田町社会福祉協議会　TEL 47-4757

緊急小口資金
緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に、少額の費用の貸付を行います。

■据置期間
　１年以内

■償還期限
　２年以内

■貸付利子
　無利子

■保証人
　不要

■申込先
　上富田町社会福祉協議会

1　世帯員の中に新型コロナウイルス感染症の罹患者がいる
2　世帯員に要介護者がいる
3　世帯員が４人以上いる
4　世帯員に下記①または②の子の世話を行うことが必要となった労働者がいる
　　①新型コロナウイルス感染症拡大防止策として臨時休業した小学校等に通う子
　　②風邪症状など新型コロナウイルスに感染したおそれのある、小学校等に通う子
5　その他、特に資金の貸付需要があると認められるとき

総合支援資金（生活支援費）

生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行います。 ■据置期間
　１年以内
■償還期限
　１０年以内
■貸付利子
　無利子
■保証人
　不要
■申込先
　上富田町社会福祉協議会

注　生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援事業等の利用が必要となります。

■対象者
　　新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があ 
　り、緊急かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯

■貸付上限額
　・１０万円以内　（次の１～6 のいずれかの場合２０万円以内）

■対象者
　　新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業等により生
　活に困窮し、日常生活の維持が困難となっている世帯

■貸付上限額
　・（２人以上）　月２０万円以内
　・（単身）　　　月１５万円以内
　貸付期間　：　原則３月以内


